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１．神経系細胞のトリブチルスズに対する耐容量は分化
に伴って変化する
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【結 果】 EGF応答性の神経幹細胞は, 10％FCS存在
下で 48時間培養することで,成熟アストロサイトの
マーカーである GFAPを強く発現するようになった.神
経幹細胞は 500 nM以上の TBTに 24時間曝露すること
でほぼすべてが死滅するのに対し, GFAP強陽性の細胞
は TBT濃度が 1000 nM以上でも細胞の生存が認められ
た. 神経幹細胞数の増加は TBT濃度に依存して変化し,



























PCBを 0.05または 0.5mg/kg b.w.の濃度で,妊娠 10日
目から 18日目まで 1日おきに投与した.授乳期曝露条
件では,母獣にOH-PCB 106を 0.05または 0.5mg/kg
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ニューロンは,誕生後に細胞分裂を経ずにその機能並
びに形態を劇的に変化させる.この過程で細胞核の形態
も大きく変化するが,これと連動すると考えられるクロ
マチン空間配置の変化に関する先行研究は少ない.一方,
核膜内膜直下の構造物ラミナの主要構成分子 Laminは,
核の形態維持のみならず,細胞核内のクロマチン配置の
区画化並びにエピジェネティック制御に関与しているこ
とが知られている.本研究では,ニューロン成熟過程に
おけるクロマチン空間配置の変化, またこれに対する
Laminの役割について調べることを目的としている.こ
れまでに,マウス海馬ニューロンでのマイクロアレイを
用いた遺伝子発現解析により, 14番染色体に,成熟依存
的に発現上昇する遺伝子数の割合が高い領域を見出し
た. DNA FISHによりその領域は,成熟に伴い核膜近傍
から中心へと移動していることが明らかとなり,
LaminB1,B2 mRNAの発現は,成熟に伴い劇的に減少し
ていた.更に,成熟したニューロンでは約 67kDaの完全
長の LaminB1蛋白質が減少し,約 35kDaと分子量の低
い蛋白質の出現が認められた.以上のことから,ニュー
ロン成熟に伴う LaminB1の発現変化による核ラミナの
性質変換が, 14番染色体領域の核膜近傍への配置及び遺
伝子発現に影響を与えているのではないかと考え,現在,
その可能性について検討中である.
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